
○ひたちなか市国際交流ボランティアバンク設置要綱  

平成１５年２月１７日  

告示第１４号  

改正  平成２０年３月２８日告示第４５号  

平成２９年３月３１日告示第４７号  

令和３年３月３１日告示第６８号  

（目的）  

第１条  この要綱は，ボランティアを希望する者を登録するひたちなか市国際交流

ボランティアバンク（以下「ボランティアバンク」という。）について必要な事

項を定めることにより，その円滑な利用と充実を図り，もって市における国際交

流施策を市民及び行政が一体となって推進することを目的とする。  

（ボランティアの区分）  

第２条  ボランティアバンクに登録するボランティアの区分は，次の各号に掲げる

とおりとし，その内容は，当該各号に定めるところによる。  

（１）  ホームステイ・ホームビジットボランティア  外国人を一定期間自宅に

宿泊させ，又は外国人の訪問を受け入れることをいう。  

（２）  通訳・翻訳ボランティア  外国人との交渉及び会話の仲立ちをする際の

通訳又は情報誌等の翻訳を行うことをいう。  

（３）  カルチャーイベントボランティア  次のア又はイに掲げる内容のボラン

ティアをいう。  

ア  国際交流に関する事業の企画及び運営に協力をすること。  

イ  日本人又は外国人に対し，海外での生活体験若しくは外国文化の紹介又は

日本文化の紹介若しくは指導をすること。  

（４）  日本語指導ボランティア  市内に居住し，若しくは市内に所在する事業

所に勤務する外国人又は市内の幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校等の教

育機関に通う日本語学習を必要とする園児，児童若しくは生徒に対し，日本語

指導を行うことをいう。  

（５）  災害時外国人サポートボランティア  災害が発生した場合において，外

国人に対し，情報提供及び生活相談その他必要な支援を行うことをいう。  

（登録の資格）  

第３条  ボランティアバンクの登録を受けることができる者は，次の各号のいずれ

にも該当する者とする。  

（１）  国際交流又は在日外国人に対する支援に関心を持ち，ボランティア活動



に理解及び意欲のある者  

（２）  人種，民族，国籍，地域，職業等に関して差別及び偏見を有しない者  

（３）  １８歳以上の者又はボランティアバンクの登録を受け，ボランティア活

動をすることについて保護者の同意を得た１８歳未満の者  

（４）  その他市長が適当と認める者  

（登録の手続）  

第４条  ボランティアバンクの登録を受けようとする者は，登録を希望するボラン

ティアごとに国際交流ボランティア登録カード（様式第１号から様式第５号まで。

以下「登録カード」という。）を市長に提出するものとする。この場合において

は，２つ以上の区分のボランティアについて登録を受けることを妨げない。  

（登録の変更及び抹消）  

第５条  ボランティアバンクの登録を受けた者（以下「登録者」という。）は，登

録事項に変更が生じたとき又は当該登録の抹消を希望するときは，速やかに，ボ

ランティアバンク登録変更・抹消届（様式第６号）によりその旨を市長に届けな

ければならない。  

２  市長は，前項の規定による届出があったときは，速やかに，当該登録者につい

て登録事項を修正し，又はボランティアバンクの登録を抹消するものとする。  

（登録期間及び登録の更新）  

第６条  登録者の登録期間は，２年とする。  

２  登録者は，前項の登録期間が満了したときは，登録カードによりボランティア

バンクの登録の更新を行うことができる。  

（報酬）  

第７条  ボランティアバンクに基づいた登録者の活動は，無償とする。  

（保険の加入）  

第８条  市は，登録者をボランティア保険に加入させるものとする。  

（ボランティアバンク利用対象者）  

第９条  ボランティアバンクを利用し，登録者の派遣を受けることができる者は，

次の各号のいずれかに該当する者とする。  

（１）  市が共催し，又は後援する事業の主催者  

（２）  公的団体，非営利団体その他これらに準ずる機関  

（３）  営利を目的としない事業を実施する者  

（４）  その他市長が適当と認めた者  

（利用の方法）  



第１０条  ボランティアバンクを利用しようとする者は，国際交流ボランティアバ

ンク利用申請書（様式第７号）を市長に提出しなければならない。  

２  市長は，前項の申請があった場合には，速やかに内容を審査し，適当と認める

ときは，国際交流ボランティアバンク利用決定通知書（様式第８号）により，そ

の旨を申請者に通知するものとする。  

（費用の負担）  

第１１条  ボランティアバンクの利用において，登録者の派遣に係る交通費，材料

費その他の実費は，ボランティアバンクを利用する者の負担とする。  

（報告）  

第１２条  市長は，ボランティアバンクを利用した者に対し，ボランティアバンク

の利用状況について報告を求めることができる。  

（庶務）  

第１３条  ボランティアバンクの庶務は，市民生活部市民活動課において処理する。 

（補則）  

第１４条  この要綱に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。  

付  則  

この告示は，公布の日から施行する。  

付  則（平成２０年告示第４５号）  

この告示は，平成２０年４月１日から施行する。  

付  則（平成２９年告示第４７号）  

この告示は，平成２９年４月１日から施行する。  

付  則（令和３年告示第６８号）抄  

この告示は，令和３年４月１日から施行する。  



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



様式第１号（第４条，第６条関係）  

様式第２号（第４条，第６条関係）  

様式第３号（第４条，第６条関係）  

様式第４号（第４条，第６条関係）  

様式第５号（第４条，第６条関係）  

様式第６号（第５条関係）  

様式第７号（第１０条関係）  

様式第８号（第１０条関係）  

 


